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2. 環境負荷低減事例の紹介環境負荷低減事例の紹介22

ここでは、P3、4で紹介した施策のうち、いくつかに関して、その概要をご紹介いたします。

事例 ① エコドライブの実施

　A社では、エコドライブの指導を始めたものの、ドライバーの理解が得られず、なかなか進展しなかった。そこで、勤続年数が長

く、かつ他のドライバーに慕われていて、リーダー的存在であるA氏に対し、①エコドライブの意義、②出来る部分から実施しても

らうよう根気よく話をした。その結果、A氏自身の燃費改善とともに、A氏から他のドライバーへの啓発により、他のドライバーに

もエコドライブが拡がり、実施前と比較して12％ほど燃費が改善した。

【参考資料】
◦CO2削減推進委員会 活動成果報告書 
  Ⅲ. エコドライブ推進ガイド－輸送事業者と発・着荷主の連携－
  （第2期CGL CO2削減推進委員会（2008年3月発行））
   http://www.logistics.or.jp/green/report/
   07_report.html#co2_2007

◦エコドライブ推進マニュアル（㈳全日本トラック協会）

◦経営者、運行管理者のためのエコドライブ推進マニュアル
  （神奈川県）
   http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/taikisuisitu/
   car/01ecodrive.html

【参考資料】
◦省資源ロジスティクス事例集（第1期CGL 省資源ロジスティクス推進委員会（2005年3月発行））　http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

事例 ② 車両の大型化による輸送回数削減

事例 ③ モーダルシフト

【参考資料】
◦CO2削減推進委員会 活動成果報告書 Ⅱ. モーダルシフト（第2期CGL CO2削減推進委員会（2008年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/07_report.html#co2_2007

◦ロジスティクス源流管理マニュアルVer.2 モーダルシフト推進チェックシート◦資料集（第1期CGL 源流管理による環境改善委員会（2006年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.html#genryu2006

◦省資源ロジスティクス事例集（第1期CGL 省資源ロジスティクス推進委員会（2005年3月発行））　
  http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html

事例 ④ 共同配送

【参考資料】
◦取引条件を考慮した環境負荷低減施策に関する提案－加工食品をモデルとして－（第2期CGL グリーンサプライチェーン推進委員会（2008年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/07_report.html#trade_2007

◦省資源ロジスティクス事例集（第1期CGL 省資源ロジスティクス推進委員会（2005年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/case/index.html
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事例 ⑤ 取引条件の見直し

【参考資料】
◦取引条件を考慮した環境負荷低減施策に関する提案－加工食品をモデルとして－（第2期CGL グリーンサプライチェーン推進委員会（2008年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/07_report.html#trade_2007

◦取引条件見直しによる環境負荷低減に関する調査報告書（第1期CGL 省資源ロジスティクス推進委員会（2006年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.html#syoushigen2006

参 考 取引条件見直しのために必要なこと

　一言で「取引条件見直し」といっても、容易なものではありません。そこで、取引条件見直しのために必要なことを以下の
とおり整理しました。

事例 ⑥ 源流管理（積載率向上を目指した設計変更）

【参考資料】
◦ロジスティクス源流管理マニュアルVer.1（第1期CGL 源流管理による環境改善委員会（2005年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.html#genryu2005

事例 ⑦ 再資源化率向上のためのリバースロジスティクス構築

【参考資料】
◦リバースロジスティクス調査報告書Ver.2（第1期CGL リバースロジスティクス調査委員会（2006年3月発行））
  http://www.logistics.or.jp/green/report/06_report.html#reverse2006

　㈳ビジネス機械・情報システム産業協会では、複写機/複合機取扱い企業9社が中心となり、各社が営業活動で下取りした他社機を

所定の場所（回収機交換センター）へ集め、製造メーカーに返却するシステムを構築。現在、北海道から沖縄まで全国38箇所の

回収デポと7箇所の交換センターが設置され、2006年度には10万台を超える使用済み機器が交換され、資源として再活用された。

A社から販売店B社の各店舗へ毎日配送（宅配便利用）
（受注当日出荷、翌日午前中納品）

＊A社では、受注データを毎時バッチ処理するため、例えば、同一店舗から午前と
  午後の2回発注があった場合、荷分かれが発生（2つに分かれて届く）。

営業部門、販売店B社と協議し、リードタイムを1日延ばし、荷を束ねる
時間の確保により、荷分かれを解消
（出荷件数30％減、ダンボールの削減等）
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出典：㈳ビジネス機械・情報システム産業協会ホームページ
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取引条件見直し
環境改善効果の面から、見直しに取組むべきと考えられる代表的な取引条件

多頻度小口配送 時間指定納品 リードタイム

気づき
環境負荷低減、物流コスト
削減に有効な取引条件見
直しに関する気づき

可視化
サービスレベルが物流コスト、環境負荷に
与える影響を把握／環境負荷低減、物流
コスト削減のための見直し例の利用

方　策
社内外における物流会議等の横断的な組織の設置／商品価格
と物流費用の分離化への取組み／ボリュームディスカウント
の輸送単位との整合化／物流に関わる標準的契約書の普及

企業間で問題となっている取引条件を可視化するためのツール等
○サービスレベルが物流コスト、環境負荷に与える影響を把握できる推計方法の開発
○取引条件見直し例、標準的契約書、取組み手法を解説したマニュアル等の情報提供
○環境にやさしい着荷主企業リストの作成、公表、商慣行改善部門賞等の創設

行政、関係団体によるサポート体制

取引条件改善による輸送コストや環境負荷に係る認識を関係者で共有社  内 社  外

図表　取引条件見直しのために必要なこと

図表　回収機交換システムの概要（中国地方の例）




